
●
イ
ン
ド
に
お
け
る
災
害

　

イ
ン
ド
は
、
国
土
面
積
で
は
世
界
第

七
位
（
三
二
六
万
二
二
六
三
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
）、
人
口
で
は
世
界
第
二
位

（
一
二
億
人
）
の
国
で
あ
る
。
南
ア
ジ

ア
に
位
置
し
、
三
方
を
ア
ラ
ビ
ア
海
、

イ
ン
ド
洋
、
ベ
ン
ガ
ル
湾
に
囲
ま
れ
て

い
る
。
北
に
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
が
連
な

る
。

　

イ
ン
ド
は
、そ
の
自
然
地
理
的
条
件
、

土
地
の
特
性
、
気
候
条
件
に
よ
り
、
世

界
で
最
も
災
害
に
見
舞
わ
れ
や
す
い
国

の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
、
様
々
な
種
類

の
自
然
災
害
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
数
々
の
災
害
を
経
験
し
、
数
千

も
の
人
命
が
失
わ
れ
、
数
百
万
人
が
家

を
失
い
、
人
々
の
財
産
に
多
大
な
損
害

が
生
じ
て
い
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
災

害
に
は
自
然
災
害
だ
け
で
な
く
、
人
為

的
災
害
が
含
ま
れ
る
。

◦�

地
震
…
イ
ン
ド
は
過
去
二
〇
年
間
で

一
〇
回
の
大
地
震
を
経
験
し
、
三
万

五
〇
〇
〇
以
上
の
人
命
が
失
わ
れ

た
。
国
土
面
積
全
体
の
約
五
八
％
の

地
域
が
中
程
度
か
ら
非
常
に
高
い
震

度
の
地
震
が
発
生
す
る
危
険
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
で
は

常
に
地
殻
変
動
が
起
き
て
お
り
、
そ

の
結
果
と
し
て
地
震
や
地
滑
り
が
頻

発
し
て
い
る
。

◦�

洪
水
…
ヒ
ン
ド
ス
タ
ン
平
野
で
は
毎

年
洪
水
が
起
き
て
お
り
、
例
年
、
数

千
人
が
命
を
堕
と
し
、
数
百
人
が
家

を
失
い
、
八
〇
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

農
地
が
被
害
に
遭
っ
て
い
る
。
イ
ン

ド
で
は
年
間
降
水
量
の
七
五
％
が
モ

ン
ス
ー
ン
の
季
節
（
六
〜
九
月
）
に

集
中
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の

時
期
に
は
ほ
ぼ
全
て
の
河
川
が
増
水

し
、
土
砂
堆
積
、
排
水
路
の
氾
濫
、

土
地
の
浸
水
が
発
生
し
て
い
る
。
四

〇
〇
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
が
洪

水
に
対
し
脆
弱
で
あ
り
、
毎
年
三
〇

〇
〇
万
人
が
洪
水
の
影
響
を
被
っ
て

い
る
。
洪
水
は
乾
燥
地
帯
や
半
乾
燥

地
帯
で
は
深
刻
な
干
ば
つ
を
も
引
き

起
こ
し
て
い
る
。（
国
土
面
積
の
約

一
二
％
が
洪
水
の
起
こ
り
や
す
い
地

域
と
な
っ
て
い
る
。）

◦�

サ
イ
ク
ロ
ン
と
津
波
…
イ
ン
ド
に
は

約
八
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
長
い

海
岸
線
が
あ
り
、
海
岸
線
全
域
が
津

波
、
サ
イ
ク
ロ
ン
、
高
波
、
高
潮
な

ど
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
平

均
し
て
毎
年
五
〜
六
回
ト
ロ
ピ
カ
ル

サ
イ
ク
ロ
ン
が
直
撃
し
て
お
り
、
そ

の
う
ち
二
〜
三
回
は
非
常
に
激
し
い

も
の
で
あ
る
。
ベ
ン
ガ
ル
湾
で
の
サ

イ
ク
ロ
ン
の
発
生
数
は
ア
ラ
ビ
ア
海

の
約
四
倍
で
あ
る
。
毎
年
、
東
海
岸

は
サ
イ
ク
ロ
ン
や
津
波
の
被
害
に

遭
っ
て
い
る
。
オ
リ
ッ
サ
ス
ー
パ
ー

サ
イ
ク
ロ
ン
（
一
九
九
九
年
）
や
イ

ン
ド
洋
大
津
波
（
二
〇
〇
四
年
）
で

は
数
千
人
の
命
が
奪
わ
れ
、
農
地
は

荒
廃
し
、
何
十
万
人
も
の
人
々
が
家

を
失
っ
た
。
最
近
で
は
チ
ェ
ン
ナ
イ

の
マ
ド
ラ
ス
大
学
図
書
館
が
二
〇
〇

四
年
の
大
津
波
に
よ
る
被
害
に
遭

い
、
水
害
が
報
告
さ
れ
て
い
る

［A
m

erican
�L

ib
rary�A

sso
cia-

tio
n
�2

0
0
5

］。

◦�

そ
の
他
…
火
災
、
干
ば
つ
、
地
滑
り
、

寒
波
、
鉄
道
・
航
空
・
交
通
事
故
な

ど
で
も
多
く
の
犠
牲
が
出
て
い
る
。

火
災
は
図
書
館
を
跡
形
も
な
く
破
壊

し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
例
え

ば
、
イ
ン
ド
国
内
の
ナ
ー
ラ
ン
ダ
大

学
お
よ
び
タ
キ
シ
ラ
大
学
の
図
書
館

や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ク
の
図

書
館
は
、
火
災
に
よ
り
破
壊
さ
れ
た

図
書
館
の
事
例
で
あ
る
。

●�

イ
ン
ド
に
お
け
る
災
害
管
理
：

制
度
的
枠
組
み

　

災
害
の
発
生
頻
度
と
激
し
さ
は
深
刻

さ
を
増
し
て
お
り
、
政
策
立
案
者
や
行

政
当
局
は
、
制
度
面
や
政
策
面
の
枠
組

み
を
再
検
討
し
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
総

合
的
な
災
害
管
理
の
新
た
な
枠
組
み
を

構
築
す
る
こ
と
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
五
年
に
イ
ン
ド
議
会
で
可
決

さ
れ
た
「
災
害
管
理
法
」
に
よ
り
、
災

害
管
理
の
包
括
的
な
法
的
・
制
度
的
枠

組
み
が
構
築
さ
れ
、二
〇
〇
九
年
に「
国

家
災
害
管
理
政
策
」
が
承
認
さ
れ
た
。

　

災
害
管
理
法
（
二
〇
〇
五
年
）
の
要

特 集
災害と図書館

ト
リ
シ
ャ
ン
ジ
ッ
ト
・
カ
ウ
ー
ル

イ
ン
ド
の
大
学
図
書
館
に
お
け
る

災
害
計
画

36アジ研ワールド・トレンド No.210 （2013. 3）



点
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑴�

国
レ
ベ
ル
、
州
レ
ベ
ル
、
県
レ
ベ
ル

で
、
そ
れ
ぞ
れ
「
国
家
災
害
管
理
局

（
Ｎ
Ｄ
Ｍ
Ａ
）」、「
州
災
害
管
理
局（
Ｓ

Ｄ
Ｍ
Ａ
）」、「
県
災
害
管
理
局
（
Ｄ

Ｄ
Ｍ
Ａ
）」
を
設
置
。

�

⑵�「
国
家
災
害
対
応
部
隊（
Ｎ
Ｄ
Ｒ
Ｆ
）」

を
編
成
。

⑶�

緊
急
時
の
た
め
の
「
国
家
災
害
準
備

基
金
」
と
「
州
災
害
準
備
基
金
」
を

設
置
。

⑷��

災
害
の
被
害
軽
減
や
応
急
措
置
に
対

す
る
出
資
者
を
取
り
ま
と
め
る
た
め

の
「
国
立
災
害
軽
減
研
究
所
（
Ｎ
Ｉ

Ｄ
Ｍ
）
を
設
立
。

⑸�

災
害
時
の
救
助
、
復
興
、
リ
ス
ク
軽

減
の
取
り
組
み
へ
の
企
業
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ

な
ど
多
様
な
出
資
者
の
参
加
呼
び
込

み
。

⑹��

Ｎ
Ｄ
Ｍ
Ａ
の
下
に
、
内
務
大
臣
を
委

員
長
と
し
て
災
害
軽
減
に
関
す
る
各

省
庁
の
職
務
を
監
視
、
調
整
、
監
督

す
る
中
央
執
行
委
員
会
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）

の
設
立
。

⑺��

州
レ
ベ
ル
の
救
済
お
よ
び
復
興
の
担

当
省
庁
を
改
称
し
て「
災
害
管
理
省
」

と
し
、
災
害
軽
減
、
リ
ス
ク
軽
減
、

防
災
準
備
、
応
急
措
置
を
所
管
。

　

Ｎ
Ｄ
Ｍ
Ａ
は
、
一
般
市
民
の
防
災
訓

練
、
各
種
消
火
器
、
消
防
士
の
訓
練
、

都
市
に
お
け
る
洪
水
管
理
な
ど
に
関
し

て
二
〇
一
二
年
に
数
々
の
有
益
な
文
書

を
刊
行
し
て
い
る
（
文
末
の
文
献
一
覧

を
参
照
さ
れ
た
い
）。
他
方
で
、
災
害

管
理
法
（
二
〇
〇
五
年
）
や
国
家
災
害

管
理
政
策
（
二
〇
〇
九
年
）
に
は
、
図

書
館
、
博
物
館
、
公
文
書
館
等
の
防
災

計
画
に
つ
い
て
は
一
切
言
及
さ
れ
て
い

な
い
。
そ
れ
ら
の
災
害
管
理
は
州
、県
、

地
域
の
当
局
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
と

い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

●�

イ
ン
ド
国
内
の
大
学
図
書
館
に

お
け
る
災
害
対
策

　

三
五
の
州
お
よ
び
連
邦
直
轄
領
の
う

ち
二
七
が
災
害
の
起
こ
り
や
す
い
地
域

で
あ
る
。
化
学
攻
撃
や
テ
ロ
攻
撃
と

い
っ
た
そ
の
他
の
災
害
に
つ
い
て
予
測

さ
れ
る
脅
威
も
加
え
る
と
、
イ
ン
ド
の

国
土
全
体
が
脆
弱
で
あ
り
、
早
急
な
対

応
と
持
続
的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

る
［B

h
an

d
ari�2

0
0
6

］。
イ
ン
ド
は

高
等
教
育
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
こ
と

を
誇
り
と
し
て
お
り
、
約
五
五
〇
校
も

の
大
学
が
あ
る
。
多
く
の
大
学
図
書
館

は
、
図
書
、
雑
誌
、
学
位
論
文
、
報
告

書
の
ほ
か
に
も
、
自
筆
稿
本
や
そ
の
他

の
希
少
文
書
な
ど
貴
重
な
蔵
書
を
揃
え

て
い
る
。
災
害
は
、
ど
こ
で
も
、
い
つ

で
も
前
触
れ
な
く
起
こ
り
う
る
も
の
で

あ
り
、
災
害
管
理
政
策
が
な
い
場
合
に

は
と
り
わ
け
甚
大
な
永
続
的
損
失
を
も

た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
。
学
校
は
災
害

に
対
し
て
非
常
に
脆
弱
で
あ
り
、
イ
ン

ド
で
は
地
震
に
よ
り
人
命
や
財
産
が
失

わ
れ
た
事
例
が
発
生
し
て
い
る
。
学
生

や
教
員
へ
の
防
災
訓
練
の
取
り
組
み
が

な
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
は
「
災
害
管
理

情
報
シ
ス
テ
ム
」
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp

://w
w

w
.sristi.o

rg
/d

m
is/

sch
o
o
l_p

ro
ject

）
を
参
照
さ
れ
た

い
。

　

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、「
高
」
か

ら
「
最
高
」
の
地
震
危
険
区
域
に
所
在

す
る
大
学
一
五
校
の
大
学
図
書
館
職
員

に
無
作
為
で
電
話
で
連
絡
を
取
っ
た
。

そ
の
中
で
、
災
害
計
画
を
設
け
て
い
る

大
学
図
書
館
は
な
く
、
消
火
器
が
設
置

さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
っ
た
。
図
書
館

職
員
へ
の
訓
練
は
、
消
火
器
の
設
置
時

に
行
わ
れ
た
だ
け
で
、
継
続
的
に
は
実

施
さ
れ
て
い
な
い
。
防
災
訓
練
が
過
去

に
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
大
学
図

書
館
職
員
等
は
、
大
学
図
書
館
の
災
害

計
画
に
関
し
て
無
頓
着
な
様
子
で
あ
っ

た
。
一
部
の
大
学
図
書
館
で
は
煙
・
火

災
警
報
機
す
ら
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、

こ
れ
ま
で
何
事
も
な
か
っ
た
の
で
必
要

な
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
現

状
を
当
然
の
こ
と
と
み
な
す
た
め
、
無

関
心
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
大
学
図

書
館
員
等
は
、
大
学
内
の
他
の
部
署
で

は
災
害
管
理
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
訓

練
を
実
施
し
て
い
る
と
堂
々
と
述
べ
て

い
た
。
イ
ン
ド
国
内
の
大
学
図
書
館
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
災
害
計
画
に
関
す
る

情
報
が
ほ
と
ん
ど
掲
載
さ
れ
て
い
な
い

の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。

　

図
書
館
情
報
学
の
文
献
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
、
非
公
式
の
情
報
源
、
大
学
図
書

館
職
員
へ
の
聞
き
取
り
調
査
で
の
回
答

な
ど
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
に
基
づ
き
、

イ
ン
ド
国
内
の
大
学
図
書
館
は
そ
れ
ぞ

れ
の
図
書
館
で
の
災
害
計
画
を
重
要
視

し
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
建
物

に
は
消
火
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

実
際
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
も
、
訓
練
に

用
い
ら
れ
た
こ
と
も
な
い
。
こ
う
し
た

訓
練
は
存
在
し
な
い
に
等
し
く
、
優
先

順
位
の
最
後
尾
に
追
い
や
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、災
害
管
理
、

災
害
（
緊
急
）
計
画
、
防
災
計
画
、
リ

ス
ク
評
価
・
管
理
と
い
っ
た
言
葉
を
知

識
の
管
理
者
た
る
図
書
館
職
員
は
、
耳

に
し
た
こ
と
が
な
い
。
こ
う
し
た
分
野

に
は
イ
ン
ド
に
お
け
る
図
書
館
情
報
学

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
も
十
分
な
重
要
性

が
お
か
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
結
果
、
図

書
館
情
報
学
を
専
攻
す
る
学
生
や
そ
の

教
員
の
災
害
管
理
に
対
す
る
意
識
の
欠

落
を
招
い
て
い
る
［K

au
r�2

0
0
9

］。

　

し
か
し
、
例
外
も
あ
る
。
イ
ン
ド
工

科
大
学
マ
ド
ラ
ス
校
の
図
書
館
は
、
災

害
計
画
が
策
定
さ
れ
、
実
施
さ
れ
て
い

インドの大学図書館における災害計画  
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る
好
例
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
特
長
を

挙
げ
る
と
、
無
停
電
電
源
装
置
が
用
意

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
火
災
警
報
器
が
各

階
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
職
員
が
そ
の

取
り
扱
い
の
訓
練
を
受
け
て
い
る
。
図

書
館
職
員
を
対
象
と
し
た
防
災
訓
練
も

実
施
さ
れ
て
い
る
。
建
物
外
に
は
消
火

器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ユ
ニ
ー

ク
な
排
水
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
洪
水
等

が
発
生
し
た
際
に
、
安
全
な
場
所
に
水

を
流
す
た
め
の
高
さ
約
一
メ
ー
ト
ル
の

煉
瓦
で
造
ら
れ
た
水
路
が
設
け
ら
れ
て

い
る
。
最
先
端
の
電
子
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ

ス
テ
ム
も
備
え
て
い
る
。
図
書
館
内
に

消
火
器
の
使
い
方
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
非

常
時
に
電
源
を
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
に
一
つ
の
ス
イ
ッ
チ
で
こ
れ
を
行

う
こ
と
の
で
き
る
単
一
ス
イ
ッ
チ
制
御
も

導
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
種
類
の

対
策
が
、
あ
ら
ゆ
る
図
書
館
で
行
わ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
詳
細
は
、

w
w

w
.n

aclin.org/H
arishC

han
dra.

ppt

を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

津
波
の
後
、
イ
ン
ド
政
府
は
州
及
び

県
に
よ
る
対
策
の
実
施
を
積
極
的
に
推

し
進
め
て
お
り
、
多
く
の
州
が
独
自
の

災
害
計
画
を
定
め
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
対
策
は
大
学
運
営
者
の
責
任

で
あ
る
た
め
、
大
学
図
書
館
は
関
係
し

て
い
な
い
。
多
く
の
大
学
や
研
究
所
が

災
害
管
理
に
関
す
る
教
育
を
行
っ
て
い

る
。「
国
内
災
害
知
識
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

が
、
重
要
な
図
書
館
や
災
害
リ
ス
ク
削

減
に
関
わ
る
機
関
や
イ
ン
ド
や
世
界
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
つ
な
げ
る
「
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
し
て
構

築
さ
れ
る
こ
と
が
模
索
さ
れ
た
。
こ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー

ス
を
通
じ
て
、
知
識
を
伝
え
て
市
民
の

認
識
を
高
め
た
り
、
知
識
を
基
盤
と
し

た
取
り
組
み
を
確
立
し
た
り
、
防
災
訓

練
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
し
た
り
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
（
大
き
な
可
能

性
を
持
つ
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
未
だ

構
築
の
途
上
に
あ
る
た
め
、
残
念
な
が

ら
詳
細
な
情
報
は
得
ら
れ
な
い
）

［N
a
tio

n
a
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isa
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r�M
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m
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id
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atio
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saster�M
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en
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n
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a
tio

n
�

S
ystem

�(N
D

M
IC

S
)�2

0
1
1

］。

●
終
わ
り
に

　

大
学
認
定
委
員
会
は
、
大
学
を
束
ね

る
最
高
機
関
で
あ
る
。
こ
の
大
学
認
定

機
関
が
全
大
学
図
書
館
に
対
し
て
災
害

計
画
の
策
定
を
義
務
づ
け
る
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
大
学
当
局
が
災
害
計
画
の

策
定
お
よ
び
実
施
を
取
り
は
か
ら
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、図
書
館
職
員
、

大
学
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
建
築
士
、
そ
し

て
自
校
の
図
書
館
で
す
で
に
災
害
計
画

を
実
施
し
て
い
る
専
門
家
と
い
え
る
図

書
館
職
員
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
チ
ー
ム

を
編
成
し
て
計
画
を
策
定
す
る
べ
き
で

あ
る
。
新
規
の
建
物
で
あ
れ
ば
建
設
時

に
こ
れ
を
念
頭
に
置
く
こ
と
が
で
き
る

が
、
す
で
に
稼
働
し
て
い
る
大
学
図
書

館
に
つ
い
て
は
、
計
画
を
策
定
し
、
そ

の
計
画
を
字
義
上
に
お
い
て
も
精
神
に

お
い
て
も
し
か
る
べ
く
実
施
す
べ
き
で

あ
る
。
図
書
館
職
員
が
定
期
的
に
訓
練

を
受
け
、
防
災
訓
練
で
は
図
書
館
職
員

の
み
な
ら
ず
、
教
員
や
学
生
も
参
加
し

て
、
緊
急
事
態
が
起
き
た
場
合
に
つ
い

て
認
識
さ
せ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

イ
ン
ド
に
お
け
る
図
書
館
と
情
報
の

専
門
職
員
は
、
専
門
家
の
意
見
を
聞
い

て
、
自
校
の
図
書
館
の
災
害
計
画
を
策

定
す
る
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
る
。
図

書
館
協
会
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
て
、
こ
の
見
落
と
さ
れ

て
き
た
分
野
の
重
要
性
に
光
を
当
て
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

（T
rish

an
jit�K

au
r

／
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
大

学
図
書
館
情
報
学
部
教
授
）
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